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一　は じ め に
サミュエル・ベケットの『モロイ』は二部構成になっている。
第一部はモロイ自身による母探しの旅についての手記となっていて，改
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要　　　旨
サミュエル・ベケットの『モロイ』は二部構成になっている。第一部はモロ
イ自身による母探しの旅についての手記となっていて，改行の全くない読みに
くい一人称の文章で書かれている。モランの精神状態は正常とは思えず，モロ
イは自分のこと，母のこと，家族のことなどについて正確な記憶を有しない。
第二部はモロイを捜索するモランの手記となっており，モロイとは一見，対象
的で理路整然と物を考えるモランによる，モロイ捜索の報告書を書き出す場面
から始まる。モロイの捜索を謎の人物であるゲイバーに依頼されたモランは旅
に出るが，その旅の途中で殺人を犯す。その後，ゲイバーの命令でモロイ捜索
の旅を終えたモランが自宅に戻り，報告書を書き始めるところで第二部は終わ
る。
本稿ではまずはモロイ，モランのそれぞれの旅を分析し，ついで両者の関係
を考察し，さらにベケットのゲシュタポからの逃避体験の影響をそれぞれの手
記から読み取る。
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行の全くない読みにくい一人称の文章で書かれている。モランの精神状態
は正常とは思えず，モロイは自分のこと，母のこと，家族のことなどにつ
いて正確な記憶を有しない。
モロイはその旅の途中で犬を殺すが飼い主であるルースの配慮により，
彼女の屋敷に長期滞在することになる。しかし，ある日，その屋敷から出
て，再び母探しの旅に出る途中で第一部は終わる。
第二部はモロイを捜索するモランの手記となっており，モロイとは一
見，対象的で理路整然と物を考えるモランによる，比較的，読みやすい手
記となっている。
モランがモロイ捜索の報告書を書き出す場面から始まる。モロイの捜索
を謎の人物であるゲイバーに依頼されたモランは旅に出るが，その旅の途
中で殺人を犯す。その後，ゲイバーの命令でモロイ捜索の旅を終えたモラ
ンが自宅に戻り，報告書を書き始めるところで第二部は終わる。
本稿ではまずはモロイ，モランのそれぞれの旅を分析し，ついで両者の
関係を考察し，さらにベケットのゲシュタポからの逃避体験の影響をそれ
ぞれの手記から読み取ることにする。
二　モロイの母探し
先述したように『モロイ』の第一部は，モロイの母探しの旅の手記と
なっている。手記は改行の全くない読みにくい文章で書かれているが，そ
の冒頭で，モロイは自分が母の部屋にいることを告げる。まずモロイは自
らの所在を明らかにするのである。
I am in my mother’s room. It’s I who live there now.  I don’t know how I 
got there. Perhaps in an ambulance, certainly a vehicle of some kind. I 
was helped. I’d never have got there alone. (1) 1）
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（今，母の部屋にいる。ここにいるのは，僕だ。どうやってここに来たのかは
わからない。たぶん，救急車か，きっとその類のクルマで連れて来られたの
だろう。助けられたんだ。一人では来られなかった。）
モロイは自分が母の部屋にいることはどうにか理解できたが，どうやっ
て母の部屋に来たのかはまったくわからないという。ただし，モロイのも
とに毎週，おそらく日曜日ごとに一人の男がやって来て，どうやらその男
の手助けで母の部屋に来たのではないかと推測している。しかもその男は
モロイが著す文書と引き替えにいくらかの金銭を与えるという。文書が多
ければそれだけもらえる金額も多くなる。この男が何者かということは後
述するが，第二部でモランにモロイの捜索を命じた謎の男，ゲイバーの行
動と重なる点が多い。
モロイはその男の世話になっているものの，その男がなぜモロイを助け
たのか，何を書かせているのか，どうしてその文書と引き替えに金銭をモ
ロイに与えるのか，といったことはモロイ自身にもわからない。また，モ
ロイは母の部屋にいて，母が死亡したということは把握しているが，母の
死亡の原因については知らない。
モロイは自分の置かれている状況について正確に理解することはできな
いが，母からの何らかの影響を受けていると感じている。母の部屋にいる
モロイは母のベッドで寝て，母の便器で用を足す。そして自分が段々と母
に似てくると感じている。それがモロイが母探しの旅に出る動機になって
いるともいえる。モロイは母を探す旅に出ることを話し始める。
I resolved to go and see my mother. I needed, before I could resolve 
to go and see that woman, reasons of an urgent nature, and with such 
reasons, since I did not know what to do, or where to go, it was child’s 
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play for me, the play of an only child, to fill my mind until it was rid of 
all other preoccupation and I seized with a trembling at the mere idea of 
being hindered from going there, I mean to my mother, there and then. 
So I got up, adjusted my crutches and went down to the road, where 
I found my bicycle ( I didn’t know I had one) in the same place I must 
have left it. (15-16)
（母に会いに行くと決心した。その女に会いに行くためには急を要する理由が
必要だったが，何をしたらいいか，どこへ行ったらいいか，わからなかった。
他のあらゆる関心事を取っ払うまで自分の心をそれで満たすのは僕にとって
は子供の遊び，つまりは一人っ子の遊びみたいなもので，そこへ行く，すなわ
ち母の所にこれから行くということを妨げられると考えると，身震いがするの
だった。だから立ち上がって，松葉杖をついて，道に出て，以前に乗り捨て
た場所にあった自転車（自分が持っているとは知らなかったが）を目にした。）
そうしてモロイは母を探す旅に出るのだが，その道中は平易ではない。
というのはモロイは足が悪く，自転車に乗っていない時は松葉杖をついて
歩かなければならないからである。やがて彼は母の住むという町の城壁の
下に着くが，松葉杖をつきながら自転車を押して歩くという奇妙な姿を警
官に見咎められ，職務質問を受ける。だが，彼は自分の名前さえも思い出
せない。しかし問答を続けるうちにようやく自分の名前を思い出す。
And suddenly I remembered my name. Molly. My name is Molly, I 
cried, all of a sudden, now I remember. Nothing compelled me to give 
this information, but I gave it, hoping to please I suppose.(22-23)
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（それから突然，ぼくは自分の名前を思い出した。モロイだ。自分の名前はモ
ロイだ。ぼくは叫んだ。自然に思い出したんだ。で，ぼくは喜ばせようと思っ
て，教えてやったんだ。）
もっとも，モロイは自分の名前を思い出すことは出来たものの，母の名
前を思い出すことはできない。そのため，警衛所（guardroom）に連行さ
れる。しかし，結局，警告処分を受けただけで釈放される。挙動不審ゆえ
に警官から尋問を受ける光景は当時としては不自然ではなかったかもしれ
ないが，ベケットのゲシュタポに追われた体験も踏まえて考えると，第二
次世界大戦中の厳戒体制に置かれた社会状況が自らの記憶さえ曖昧なモロ
イの行動の背後から感じられるともいえよう。
モロイの旅の目的は「母探し」であるが，肝心の母の名前も母の住む場
所の名前もモロイにはわからない。しかしそうなるとモロイの旅の目的さ
えも，はたして「母探し」でよいのかどうか，曖昧に思えてくる。足が不
自由であるにもかかわらず，自転車や松葉杖に頼ってまで名前さえ思い出
せないという母に会う目的についても，モロイにはわからない。
もっともモロイの母探しの旅は彼が自転車を操っているということから
意外な展開を見せる。すなわち，翌日，町を徘徊しているときに犬を自転
車で轢殺してしまうのである。犬はテディという名でリューマチにかかっ
ており，飼い主のルース（Lousse）夫人が獣医に処分を頼む途中であった。
奇妙な成り行きであるが，そのためモロイは犬を轢殺したことを警官に咎
められるが，処分の手間が省けたルースに気に入られる。ベケットのシニ
カルなユーモアの感じられる描写ともなっている。
For I had hardly perfected my plan, in my head, when my bicycle 
ran over a dog, as subsequently appeared, (…) He has killed Teddy, 
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(…) For Teddy was old, blind, deaf, crippled with rheumatism and 
perpetually incontinent, night and day, indoors and out of doors. (…) 
Ah, yes, I too need her, it seemed. She needed me to help her get rid of 
her dog and I needed her, I’ve forgotten for what. (32-34)
（自分の計画を頭の中で立てると，すぐさま，あとでわかったのだが自分の自
転車で犬を撥ねていた。〈中略〉彼はテディを殺してしまった。だがテディは
年老いていて，目が見えなくて，耳が聞こえなくて，昼夜，屋内外を問わず，
失禁してしまう。〈中略〉ぼくも彼女を必要としているようだった。その理由
は忘れたが，彼女は犬を処分するのにぼくが必要で，ぼくは彼女を必要とし
ていた。）
ルースは警官に事情を説明し，モロイを弁護し，彼を自分の屋敷に連れ
ていく。そしてモロイは彼の言葉によると「数か月かもしかすると一年の
間」，ルースの屋敷に滞在する。
ただし異様なのはそのルースの屋敷である。ルースの屋敷の庭は高い壁
で取り巻かれていて，その塀の上にはガラスの破片が有刺鉄線を連想させ
るように切り立っていた。しかもその壁には格子付きの木戸がはめられて
いて，外部と必要以上に明確に隔てられているのである。
The garden was surrounded with a high wall, its top bristling with 
broken glass like fins. But what must have been absolutely unexpected 
was this, that this wall was broken by a wicketgate giving free access 
to the road, for it was never locked, of that I was all but convinced, 
having opened and closed it without the least trouble on more than one 
occasion, both by day and by night, and seen it used by others than 
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myself, for the purpose as well of entrance as of exit.(52)
（その庭は高い壁で囲まれていて，そのてっぺんにはヒレのような形のガラス
の破片が切り立っていた。だがまったく予想に反してのことだが，この壁に
は格子付きの木戸があり，通りまで通れるようになっていた。その木戸は閉
じられてはおらず，間違いなく，昼夜を問わず，いくらでも開閉できたし，
ぼく以外の人たちがそこを出入りするのを見かけもした。）
加えて，屋敷とその周辺にはルースを除いては女性は見当たらず，男性
ばかりであった。ルースはほとんど二階にいて，一階にいるモロイとはほ
とんど顔を合わせなかった。ただし，モロイはなんとなく彼女に監視され
ているように感じていた。こうした屋敷の描写は，後述するが，たんなる
屋敷というよりも，まるで強制収容所を連想させる。
また，モロイがルースの屋敷に滞在する描写は前作『ワット』において，
ワットがノット氏邸に滞在する描写を連想させる。ワットも，ノット氏邸
に滞在中も，ノット氏の姿を見かけるということはほとんどなかった。さ
らにノット氏もルースと同じように犬を飼っている。ただし，ルースの犬
を轢き殺したことがモロイが彼女の屋敷にくるきっかけになったのとは異
なり，『ワット』では犬は存命で，その世話をワットがしなければならな
いという設定となっている。
もっとも，クローニンはノット氏邸の仕組み，構造がベケットの生家に
似ているということを指摘している
 2）
が，『モロイ』におけるルースの屋
敷は，ベケットの生家というよりも強制収容所を連想させる。
ちなみに『ワット』では主人公のワットがノット氏邸を離れたあとの別
の避難所に行きつくが，その描写は強制収容所の概観に酷似している。避
難所がどこであるのかは不明であり，多くの英米系研究者はその避難所を
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「精神病棟」と理解しているが
 3）
，避難所の外観に有刺鉄線が張り巡らさ
れていること
 4）
などから判断すると強制収容所と考えることが自然と思わ
れる
 5）
。
モロイは，数か月，もしかしたら１年の間，彼女の屋敷に滞在するが，
暖かい風のないある日にモロイは突然，ルースの屋敷から出て行くことを
決める。
But I left Lousse at last, one warm airless night, without saying goodbye, 
as I might at least perhaps by spells. But she must have seen the wicket 
close behind me, for it closed by itself, with the help of a spring, and 
known me gone, for ever. (59)
（しかし，風のないある夜，ぼくはついにルースのもとを去ることになった。
さよならもいわないでだったが。しかし，彼女はぼくの背後で木戸が閉まる
のを見たに違いない。というのはバネの力で自然に閉まったから。そしてぼ
くが永久にその場を去ることを知ったに違いないのだ。）
モロイはルースの屋敷を自転車を置いたまま，後にして，町の外に出て，
しばらく海岸の近くの洞窟の中で過ごす。だがやがて，母を再び探したい
という衝動が強くなり，内陸に向かって旅を再開する。しかし旅を再開し
森の中を進んでいると，それまで不自由だった片足に加え，もう片方の足
も硬直を始め，やがて立っては歩けなくなり，松葉杖を鉤のように利用し
て，なんとか前進していく。そしてあるとき，突然，森が終わり，明るい
日差しの中にいる自分をモロイは見出す。
I looked at the plain rolling away as far as the eye could see. No, not 
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quite so far as that. For my eyes having got used to the light I fancied 
I saw, faintly outlined against the horizon, the towers and steeples of 
a town, which of course I could not assume was mine, on such slight 
evidence. (91)
（ぼくは可能な限り，広がる平原を見つめていた。いや，そうではない。なぜ
なら目が光りに慣れるにつれて，ぼくは地平線に，町の高層塔や尖塔を目に
したから。そんなわずかな証拠では確信は持てなかったけど。）
そして「モロイは，彼のいるところに留まっていてよかったのだ」とい
う（それまではまったく登場しなかった）語り手の声が突然に入り，第一部は
終了するのである。
『ワット』でも主人公ワットは目的地に到達できなかったが，『モロイ』
においても，モロイは母探しという目標を達成できずに話は終わってい
る。しかし第一部の終わりに突然現れた語り手は，それでよいという。だ
がその理由は明らかにされない。
『モロイ』の第一部では，ベケット文学の特徴ともいえる，「アイロ
ニー」，「狂気」，「ユーモア」といったモチーフ，あるいは自転車，老人，
犬などのベケットが作品の中で頻繁に用いる小道具が出てくる。しかしな
がら，果たして，モロイがどこに行きついたのかという問いの答えは見当
たらないのである。
ただし，モロイが滞在したルースの屋敷が，どうもたんなる屋敷ではな
く，強制収容所などの別の存在の可能性があることが指摘できる。いった
いモロイは本当はどこに行ったのであろうか。
その疑問を解決するためには第二部のモランの手記を分析していかなけ
ればならない。次章では第二部について詳細に考察する。
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三　モランの報告書
『モロイ』の第二部は，モランの報告書となっている。モランはモロイ
を捜索する捜査員で，彼がモロイの捜索にでかけるまでの話と捜索を行っ
たものの，モロイを発見できずに自宅に戻ってきて報告書を書き始めるま
での話となっている。なぜ，モランがモロイの捜索を行うのかは謎である。
ただし，モロイとモランの置かれている状況はまさに対照的である。自分
の家がなく，母のものを借りていたモロイとは異なり，モランには自宅が
あり，家族がいて，安定した生活を送っている。モランは体系的な精神
（methodical mind）の持ち主で十分に熟考してからでないと決して行動を始
めるようなことはなかった
 6）
。
モランはさまざまな木々の茂り，花壇，芝生が美しく，小鳥がさえずる
自然豊な村に小さな二階建ての家を構えて，モロイとは対象的な恵まれた
生活を送っている。息子のジャックとお手伝いのマーサと三人で暮らし，
隣にはエルスナー姉妹とその姉妹の飼う犬が住んでいる。彼はまた，敬虔
なクリスチャンで日曜日には必ずミサに出かけ，アンブローズ神父から聖
体を拝している。モランの生活は何不自由ない裕福な生活である。
そのように不自由なく，物質的にも精神的にも満たされているモランの
置かれている立場は，モロイ捜索に関わることで，やがて崩れていく。
ある夏の日曜日，モランはモロイの捜索を行うようにゲイバーという人
物から依頼を受ける
 7）
。モランもゲイバーもユーディという人物を長とす
る，どことなくゲシュタポを連想させる，大きな組織の一員でゲイバーは
連絡員，モランは調査員という位置付けになる。モロイを追うモランの役
回りとその背後にある組織の存在を考えると，追われるモロイは，第二次
世界大戦中にナチス・ドイツの手を逃れ，南仏の隠れ家に身を潜めていた
ベケット自身のイメージとも重なるかもしれない。モロイを追うモランの
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役回りはゲシュタポの調査員にも思える。そして追う立場のモランは繰り
返すが追われる立場のモロイとは対象的に，経済的にも家庭環境にも家族
にも，そして物質的にも恵まれている。
その豊かさの差を象徴するように，モロイが自転車で出かけたのと，あ
たかも対比させるかのように，モランはオートバイで出発することを決心
する。
I liked leaving on my autocycle, I was partial to this way of getting 
about. And in my ignorance of the reasons against it I decided to leave 
on my autocycle. Thus was inscribed, on the threshold of the Molly 
affair, the fatal pleasure principle. (99)
（私はオートバイで出発するのが好きだった。このやり方が気に入っている。
それに反対する理由もわからずにオートバイで出発することを決めた。こう
したモロイ事件の冒頭に致命的な快楽の原則が記録されたのだ。）
しかし，結局はモランは徒歩で息子と一緒にモロイ探しの旅に出ること
になる。オートバイで出発すると決めておきながら，徒歩に変更される。
そして，モランは嫌がる息子を連れて，モロイ探しの旅に出かける。二人
は数日の間，野宿しながら徒歩で旅を続ける。モランはなかなかモロイを
発見することはできないが，やがて，モランはモロイが住むと思われる地
方にたどり着く。モランによれば，モロイの地方はモランの住む地方の北
方にあり，とても町とはいえないような小さな集落とそれに隣接する野原
から成り立っているという。
By the Molly country I mean that narrow region whose administrative 
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limits he had never crossed and presumably never would, either because 
he was forbidden to, or because he had no wish to, or of course because 
of some extraordinary fortuitous conjunction of circumstances. (135)
（モロイの地方，その意味は彼が決してその行政的な境界を超えたことがなく
て，たぶんこれからも決して超えないだろうということだが，彼がその境界
を超えないのはそのことを禁じられているからなのか，それとも彼がそうし
たくないのか，あるいは何かただならぬ偶然の産物なのか。）
モロイの地方にたどり着いてからもモランは懸命にモロイの捜索を行
う。しかし，モランがモロイを発見することはできない。そうこうするう
ちに，モランは片膝に刺すような痛みを感じることになる。
One night, having finally succeeded in falling asleep beside my son as 
usual, I work with a start, feeling as if I had just been dealt It’s all right, I 
am not going to tell you a dream properly so called. It was pitch dark in 
the shelter. I listened attentively without moving. I heard nothing save 
the snoring and gasping of my son. I was about to conclude as usual that 
it was just another bad dream when a fulgurating pain went through my 
knee. (138)
（ある夜，いつものように息子のそばでどうにか眠りについてから，ひどく殴
られたような感じがして急に目を覚ました。大丈夫だ。私はいわゆる夢に話を
するのではない。隠れ家の中はとても暗く，私は動かないで注意深く耳を傾け
た。息子のいびき，息切れのほかには何も聞こえなかった。だから私の膝に
鋭い痛みが走ったときにそれは悪夢に過ぎないと考えようとしたのだった。）
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モランの膝の痛みは彼の考えとは異なり悪夢ではなく，事実で，激痛が
走ったあとは，膝を曲げることはできなくなる。そのため，隠れ家に数日
間の足止めをされることになる。モランはこうもり傘を松葉杖のように操
り，なんとか歩こうとする。
ところが，隠れ家の二日目の夜，隠れ家に来た男を殺してしまうのであ
る。モランは男を殺した翌朝，死体を始末するために男を雑木林まで引き
ずっていく。それから隠れ家を壊して得た木の枝で死体を覆い隠す。第一
部のモロイの旅で殺されたのは犬であったが，第二部のモランの旅では人
が殺されてしまうのである。しかし，モランによる殺人は淡々と行われ，
それが重大事であることを読者は感じにくい。もっとも殺人が日常的に発
生していてもおかしくない，第二次世界大戦下の異常な状況がこの小説の
設定の中に組み込まれているならば，それはむしろ自然なことなのかもし
れない。
I dragged him into the copse, with frequent rests on the way, but 
without letting go his legs, so as not to have to stoop again to pick them 
up. (152)
（私は彼を雑木林にまで引きずっていった。頻繁に途中で休息を取ったが，両
足は押さえていて，何度も身をかがめなくてもいいようにしていた。）
それからモランは近辺の丘に登り，息子の帰りを待つ。息子が自転車に
乗って戻ってくると，モランはその荷台に乗り，旅を再開する。そして数
か月後に目的地であるバリバに到着するが，息子とけんか別れをしてしま
う。息子は自転車，外套，リュックサック，現金を持ち去ってモランのも
とを去る。モランは途方に暮れるが，その時にゲイバーが突然現れ，至急
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帰宅するように命令される。ただしゲイバーがなぜ，突然現れたのか，そ
して彼がどのような意図からモランに帰宅を命じたのかは明らかにされな
い。
He (Gaber) had already been there for some time. He was sitting on 
a tree-stump, halpf asleep. Well Moran, he said. You recognize me? I 
said. He took out and opened his notebook, licked his finger, turned 
over the pages till he came to the right page, raised it towards his eyes 
which at the same time he lowered towards it. I can see nothing, he 
said. He was dressed as when I had last seen him. My strictures on his 
Sunday clothes had therefore been unjustified. Unless it was Sunday 
again. But had I not always seen him dressed in this way? Would you 
have a match? He said. I did not recognize this far-off voice. Or a torch, 
he said. He must have seen from my face that I possessed nothing of 
a luminous nature. He took a small electric torch from his pocket and 
shone it on his page. He read. Moran, Jacques, home, instanter. He put 
out his torch, closed his notebook on his finger and looked at me. (163)
（彼はしばらく前からすでにそこにいたのだった。切り株に座って眠りかけて
いたようだった。「やあ，モラン」と彼は声をかけてきたので「私がわかるの
かい」と答えた。彼はノートを取り出して開き，指をなめてページをめくり，
目指すページを見つけ出すと，そこに目を寄せ，身をかがめた。「何も見えな
いな」と彼はいった。彼は私が最後に会ったときと同じ服装をしていた。だ
から彼の一張羅に対して非難をしたのは理にかなっていなかったのだ。もっ
とも今日も日曜日でないとしての話だが。しかし彼がこのような格好をして
いないのを見たことがあったろうか。「マッチはないかな」と彼はいった。お
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ぼつかない声でわかりにくかった。「あるいはトーチでもいい」と彼はいった。
「私の顔を見て，何も灯りになるようなものがないとわかったに違いない。彼
はポケットから小さな懐中電灯を取り出しページを照らし，それからそのペー
ジを声を出して読んだ。「モラン，ジャック，すぐ家に戻れ」と。彼は懐中電
灯を消して指でノートを閉じ，それから私を見つめた。」
モランは，これは第一部のモロイと重なることだが，足を悪くしていて，
十分に歩くことができない。しかしゲイバーはモランになんとしても家に
戻るように命じて立ち去ってしまう。しかたなくモランは傘を杖のように
使い，なんとか歩いて帰路につく。モランが帰宅するのは翌春のことにな
る。
That night I set out for home. I did not get far. But it was a start. It is the 
first step that counts. The second counts less. Each day saw me advance 
a little further. (…) It was in August, in September at the latest, that I 
was ordered home. It was spring when I got there, I will not be more 
precise. I had therefore been all winter on the way. (165)
（その夜，私は帰宅することにしたが，遠くまでは行けなかった。しかしそ
れは開始時点のことであった。最初の一歩であった。二歩目は一歩目よりも
大切ではない。毎日，少しずつ前進していった。（中略）私は八月に，いや遅
くとも九月には帰宅するように命令されていたが家に到着したのは春だった。
精一杯，正確にいうとそうなる。つまり冬の間中，歩いていたわけだった。）
モランが家に入ろうとすると，戸に鍵がかかっていた。彼は戸を突き破
り家に入るが誰もいない。モランは自宅での生活を再開するが，ある日ゲ
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イバーがやってきて，報告書の提出を求める。そしてモランが報告書を書
き始めた冒頭に戻り，この小説は終わるのである。
One day I received a visit from Gaber. He wanted the report. (…) Then 
I went back into the house and wrote, It is midnight. The rain is beating 
on the windows. It was not midnight. It was not raining. (175-176)
（ある日，ゲイバーが訪問してきた。彼は報告書を求めた。私は家に戻り，「真
夜中である。雨が窓を打ち付けている。いや，真夜中ではないのだ。雨も降っ
ていないのだ」と。）
以上がモランのモロイ捜索の旅のあらましである。ゲシュタポを連想さ
せる組織の使者であるゲイバーの命を受けて，モロイ捜索の旅に出るモラ
ンは旅の途中で殺人を犯す。その後も旅を続けるが，まもなくゲイバーが
突然，現れ，帰宅し，それまでの報告書を仕上げるようにモランに命じる。
第二部は確かにモランによるモロイ捜索の旅の手記であるが，それは同時
に，モランがゲシュタポの調査員で組織の命によって，手配中の人物を追
いかけていると読んでも無理がないように思える。
四　モロイとモラン
ただし，第一部と第二部を別々に読む分けることはできず，それぞれの
手記を重ね合わせて考えることで，本作品の中にあるベケットの狙いが明
らかにされてくるように思える。
第一部のモロイの母親探しの旅と，第二部のモランのモロイ捜索の旅
は，書かれている文体には大きな相違が認められるが，モロイとモランの
二人が対比的に描かれていることは疑う余地がなく，モロイとモランのイ
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メージには重なる部分も多い。
まず，二人ともその旅の目的は人探しであり，その目的を達成すること
なく旅を終えている。二人はともに足を悪くしているし，自転車を用いて
旅をしている。また，モロイは犬を轢き殺しているが，モランは人を殺し，
ともに生命を奪うという行為を行っている。
ただし，モランはモロイを捜索するという立場にあり，モロイが支離滅
裂な思考しかできないのに比べて，彼がいうところの体系的な思考回路の
持ち主である。
『モロイ』ではモランがモロイを追い求めるが，結局，モランにはモロ
イのことが何もわからない。ただし，二人の性格や立場が，違いに補完し
あう存在として描かれていることを考えると，モロイとモランには表裏一
体といってもよい関係が読み取れるかもしれない。そしてさらに両者の置
かれている状況はモランの手記である第二部から読み解くことで繫がって
いく。その鍵となるのは，ゲイバーの存在である。すなわちモランに報告
書を求めるゲイバーはモロイのもとに毎日曜日に書き物を取りに来る謎の
男と同一のようにも読めるのである。
もしそうならば，「モランはモロイ捜索を行ったが，モロイを見つける
ことができず，家に戻り，報告書を書き始めるが，その後，何らかの事情，
あるいは病気などで記憶力が衰えたために自分が誰だかわからなくなる。
しかし報告書を書くという職務だけは継続的にこなし，もはや見分けがつ
かなくなったがゲイバーに毎日曜日に報告書を渡し，報酬を得る。さらに
自らの母探しの旅に出かけるが途中で挫折する」と考えることで，ストー
リーを矛盾なく把握することが可能になる。そう読むならば，モランとモ
ロイは同一人物であり，ともに足が悪いという共通点も納得がいくわけで
ある。
さらにいえば，モランとモロイが同一人物であるならば，さらに「モロ
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イであるモラン」を追いかける存在も読者には見えるかもしれない。モロ
イとモランの関係は果てしなく続くタイムスパイラル上の同一人物とも読
めるのである。
五　モロイの行方
それでは最後にモロイはいったいどこに行ったのであろうか。
その鍵を握るのは，モロイが母探しの旅の途中に長期滞在することにな
るルースの屋敷かもしれない。精神病棟を暗示しているようにも思えるこ
の屋敷にはルースの庭と外部の境の塀には「ヒレのような形のガラスの破
片」が切り立っていた。あたかも有刺鉄線が張り巡らされているようであ
り，それは精神病棟のイメージに繫がるようにも思える。ただし，ベケッ
トと親交のあったべトナーをはじめ，「精神病院説」に異議を唱える研究
者も少なくない
 8）
。『ワット』でも『モロイ』でも，庭には有刺鉄線のよ
うなものが張り巡らされているが，ナチス・ドイツがユダヤ人を強制収容
したアウシュビッツ収容所，ビルケナウ収容所などの写真を見ると，同様
に有刺鉄線が四方に張り巡らされていることがわかる
 9）
。
実際，強制収容所の光景は『モロイ』における庭の描写と重なる点が多
い。庭に張り巡らされた有刺鉄線は精神病棟よりも強制収容所を連想させ
る。
加えていえば，ベケットの親友のアルフレッド・ペロンはスイスの強制収
容所に収容され，戦後，そこで起こした体調不良が原因で死亡している
 10）
。
ベケットは，1942年から45年までのドイツ軍占領下の南フランスに滞在
し，戦後にその生々しい体験を強く記憶に残しながら『モロイ』を執筆し
た。ゲシュタポに追われ，南仏アビニオン地方の小村ルションの一軒家で
の滞在の経験をもとに『ワット』，『モロイ』などの構想を固めたことは間
違いない。ベケットが置かれた環境はそのまま，彼に強制収容所への連行
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という恐怖を喚起させるに十分の条件を備えていたといえる。
『モロイ』においては，どうしてモロイはが母探しの旅に出たのか，ま
た犬殺しのあとにルースのもとにどうして長期滞在するようになったの
か，また，モロイを捜索するモランが誰のためにどうして報告書を書かな
ければならないのか，またそれを依頼したゲイバーの正体は何なのか，と
いった疑問は最後まで明らかにされていない。ベケットが考える小説の背
後設定は読者にとって謎だらけといえよう。
しかしながら，ベケットが経験したホロコーストの恐怖とあわせて『モ
ロイ』を読むことでこうした謎はその解の一部を見せてくるのである。主
人公モロイはホロコーストに直面したユダヤ人のように所持品を全て持た
ず，放浪の旅に出るのである。旅の途中では警官からの尋問を受けるし，
有刺鉄線があるような高い塀で覆われた庭のある屋敷に滞在する。またモ
ロイを捜索するモランはその報告書をゲイバーに提出することが求められ
ている。
モロイがどこへ行ったのかは小説の中では明らかにされていない。ただ
し，繰り返すが，モロイとは実はモランであり，モロイの旅はモランの旅
の続きであり，そして，第一部の終わりに森を抜け，溝に落ちて意識を
失ったモロイの旅は，この小説の冒頭でモロイ自身が述べるように母親の
部屋に戻り，循環しながら終わると考えられるのである。
六　む　す　び
モロイは自分自身が何者であるかということも含め，自分の置かれてい
る状況がまったくわからない。また彼自身の持ち物はほとんどない。旅の
途中で彼はルースの犬を轢殺したが，逆にそれに感謝され，ルースの屋敷
に長期滞在する。しかし，再び，母探しの旅に出ることを決意し，屋敷を
出る。だが，足を悪くし，その母探しの旅は途中で終わる。
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他方，体系的な思考回路の持ち主というモランは自宅，家族，お手伝い，
ペットなどを有し，恵まれた環境にある。モランはゲイバーという男にモ
ロイ捜索の旅に出るように要請される。しかしながらモロイの捜索はうま
く進まない。一緒に旅に出た息子とはけんかしてしまう。また，旅の途中
では人を殺してしまう。だが，旅の途中でゲイバーが現れ，家に戻るよう
に指示される。そして自宅に戻り，報告書を書き始めるところで彼の手記
は終わる。
『モロイ』の二部構成になっている内容は，その第二部のモランの手記
から読み始め，時間の流れをそれに合わせて整理すると，モランはモロイ
と同一人物であり，二つの手記の話の流れが繫がっていること可能性があ
ることが読み取れる。ジェイムズ・ジョイスの『フィネガンズ・ウエイク』
のように小説の終わりは始まりに繫がり，螺旋状に循環していくようにも
読める。
『モロイ』における旅で彷徨よい，有刺鉄線のある屋敷で長期滞在する
モロイとそれを追うモランによるモロイ捜索の旅が，ユダヤ人虐殺におけ
る逃亡者と追跡者の一連の行動を連想させるのである。
注
 1） テクストは，Samuel Beckett, Three Novels by Samuel Beckett: Molly, 
Malone Dies, The Unnamable, Grove Press, New York, 1965を使用した。
 2） Anthony Cronin, Samuel Beckett The Last Modernist, Da Capo Press, 1997, 
34.
 3） たとえば，Gottfried Büttner, Samuel Beckett’s Novel Watt, Philadelphia: 
University of Pennsylvania Press, 1984, 58-59.
 4） Samuel Beckett, Watt, John Calder, 1963, 156.
 5） 鈴木邦成，「ワットは何処へ行くのか」，『モダニズム時代再考』中央大学
人文科学研究所編，中央大学出版部，2007年，250-255。
 6） Samuel Beckett, Three Novels by Samuel Beckett: Molly, Malone Dies, The 
― 73 ―― 72 ―
Unnamable, Grove Press, New York, 1965, 98.
 7） Samuel Beckett, Three Novels by Samuel Beckett: Molly, Malone Dies, The 
Unnamable, Grove Press, New York, 1965, 92.
 8） Gottfried Büttner, Samuel Beckett’s Novel Watt, Philadelphia: University of 
Pennsylvania Press, 1984, 58-59.
 9） マイケル・ベーレンバウム『ホロコースト全史』芝健介訳，創元社，
1996年，268-269。
10） Anthony Cronin, Samuel Beckett The Last Modernist, Da Capo Press, 1997, 
301-305.
『モロイ』に見る螺旋構造
― 73 ―― 72 ―

